
コンパクトプッシュプルで省エネと低コスト設備を実現。
職場環境を改善し、作業効率をアップさせます。

プッシュプル集塵システム

HFシリーズ

安全にご使用いただくために

■外観図

PUSH PULL DUST COLLECTION SYSTEM

■HFシリーズ仕様
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プッシュプルフード間距離

制御風速

集塵フード

集塵エリア

加工物

吹出し装置

集塵機の機種選定
集塵風量を集塵比率

により決める（1.3～2.0倍）

吹出し風速

風量比率
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アーク溶接作業について、局所排気装置または、プッシュプル型換気装置の

設置をはじめとする粉塵の発散防止対策を推進し作業環境の向上をおこなう。

集塵機に対する省エネ要求
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HFシステム 従来型 プッシュプル 側方集塵 HFシステム 従来型 プッシュプル 側方集塵

■販売価格にみるイニシャルコスト

遠心式
プレダストボックス

火災対策機能付

HFシステムは用途に応じて最適な吸引源を組み合わせることができます。

職場環境向上と省エネシステムの提案

　

汎用電子集塵機

●プッシュ風量 114m3/min
●集塵風量 150m3/min
■ファン:15kW

・ダクトレスの吹出し装置により、省設置スペース。
・ダクト不要のため、施工費低減。移動も可能。

・ダクト工事が必要。

●プッシュ風量 96m3/min
●集塵風量 331m3/min
■ファン:37kW

・プッシュフードがないために大風量集塵機、
大型集塵フードが必要となる。

・エネルギー効率が低い。

●プッシュ風量 0m3/min
●集塵風量 451m3/min
■ファン:45kW

設置スペース 小
集塵風量 小

設置スペース 大
集塵風量 中

設置スペース 大
集塵風量 大

（大型集塵機が必要となる）

■従来機との比較

吸引源（集塵機など）
集塵機、ヒュームコレクター、脱臭機など最
適な機種をエンジニアリングいたします。

吹出し装置
均一なエアーの流れをつくり出します。
整流された気流で確実にオープンエリアから除塵できます。
ファン内蔵のため壁掛け設置が可能です。

《集塵フード》
省スペース化を目指し開発されました。
均一した開口面風速で吸引します。
既設の工場への設置も容易です。

■システム概要

制御風速（捕捉速度）の設定 

プッシュプルフード間距離の設定 

加工物サイズを考慮 

集塵エリア（サイズ）の決定 

吹出し装置サイズの決定 

吹出し風速の決定 

風量比率の決定 

集塵機の機種選定 

●作業内容、発塵源状態から定めます。 

●吹出し風速の減衰を考慮して制御風速を
　確保可能な吹出し風速を設定します。 
■吹出し風速＝（1～1.3）×制御風速

■Q3（集塵風量）＝（1.3～2.0）×Q1（吹出し風量） 

●外乱気流（集塵を妨げる風速）、形状比率（吹出し 
　装置、排気装置など）より風量比率を決定します。 

吹出し装置（プッシュ）

集塵フード（プル）

プッシュ＋プル作動 プルのみ作動

溶接ヒューム集塵用 乾燥粉体集塵用 火花対策用

■集塵システム計画フロー

・・・

・・・・・

・・・

・・・・・

・・・

・・・・・

■1kWH=16円 ■16時間/1日 ■25日/1ヶ月 当社納入事例による
使用状況により値は変動いたします。

当社納入事例による

汎用電子集塵機
乾燥粉体集塵用


